
授業コード M511803

科目ナンバリン
グコード M40303

第 1 週 ：

第 2 週 ：

第 3 週 ：

第 4 週 ：

第 5 週 ：

第 6 週 ：

第 7 週 ：

第 8 週 ：

第 9 週 ：

第10週：

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

研究の進捗状況に応じて実施する内容が決まるため，週ごとの学修内容は
記載しません．

毎週，進捗状況説明の資
料を作成すること．

関連科目

授業の目的

大学院修士課程を修了した者として期待・要求される素養を身に着けることを目的とします．
結果として，関連する分野での水準に達する研究成果が得られることを期待します．

授業の概要

航空宇宙工学や機械工学における構造強度および構造動力学に関する分野の中から，最新の
研究動向を鑑みて研究テーマを選定し，文献調査，問題のモデル化，理論解析およびコンピュー
タを利用した数値シミュレーション，実験面からの検証などの段階を経て，研究のプロセスを修得
します．
研究の過程では，学生同士あるいは教員との議論を通じて，自身の行っている研究の内容や成
果を伝える能力を身に着け，最終的な成果を社会へ公表できるようにまとめる力を養います．

受講心得
大学院修士課程における研究活動の全てを対象としますから，テーマに沿った先行研究や文献
の調査，研究計画の立案など主体的に実施するともに，積極的に議論に加わり，成果に結びつく
よう継続して努力してください．

教科書 ありません．

参考文献及び指定
図書

必要に応じて資料等を指示あるいは配布します．

必修・選択区分 必修 単位数 10

履修上の注意また
は履修条件

大学院修士課程2年間を通しての研究活動の全てを対象とする科目です．

平成３０年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英）
航空電子機械工学特別研究 (Aeronautical, Electronic & 
Mechanical Engineering Studies )　【室園研究室】

担当教員名 室園　昌彦

配当学年 1・2 開講期 通年



第11週：

第12週：

第13週：

第14週：

第15週：

第16週：

合計欄 100点

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 10点 30点

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
10点 10点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

10点 10点

○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
10点 10点

【知識・理解】
関連する学術的な背景，先行研究について十分な調査と理解ができている．

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

先行研究，関連論文，研究進捗状況等を紹介する資料を作成し，正しく説明できる．
議論に参加し，適切な受け答えができる．

【思考・判断・創
造】

研究活動において，論理的な思考によって結論へと導くことができる．
さまざまな視点から検討して，正しい判断ができている．

地域志向科目

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

研究の背景，目的を自分自身の考えとして十分に理解して臨んでいる．

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング 「アクティブ・ラーニング科目」



レポート・作品等
（提出物）

作成された資料や，発表時の資料が，航空宇宙関連分野における研究活動で利用される水準
に達している．
最終的な成果が論文としての体裁を成している．

発表・その他
（無形成果）

研究活動の中での議論における発言や，経過報告の内容が，学協会活動における研究報告の
水準に達している．


